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研究成果の概要（和文）：宮城県鳥、カエルやコウモリの音を記録し、環境教育の材料に使用

されるように編集された。これらの音に基づいて、サウンド · ライブラリーは、生物多様性

の保全や教育、環境研究のためのリファレンスとして機能するようにコンパイルされる。

研究成果の概要（英文）： Sounds of birds, frogs and bats around Miyagi Prefecture 

were recorded and edited to be used in environmental education materials. A sound 

library  based  on  these  sounds  is  being  compiled  to  serve  as  reference  for 

environmental studies in biodiversity conservation and education.
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１．研究開始当初の背景

(1) 野生動物は、子どもの関心が高く、学

びの多い魅力的な学習の素材であり、自然

環境学習の際など頻繁に教材として取り上

げられる。聴覚を重視したインタラクティ

ブな学習は、多様な感覚による自然理解を

深めるこ、特別な支援を必要とする子ど

もにとっても有用な学習支援のツールに

なることを明らにする。

(2) 動物の音は、自然保護についての子供

たちを教えるために使用され、そして生物多
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様性のモニタリングのためのツールとしてするこ

とができます。

２．研究の目的

本研究では、動物を中心とする自然環境か

ら音声を録音し、画像等の情報とリンク付

けをするためデーターを集まるし、聴覚を

活用した生態系学習マルチメディア教材を

開発する。

３．研究の方法

動物などの自然の要素のサウンド録音は仙

台市で撮影され、宮城県の他の部分た。キ

ューバからの動物は、また比較材として使

用する記録した。大規模なデータ ·ベース

が構築されています。このデータ ·ベース

には、選択した音が子供のための環境教育

教材を構築するために使用することができ、

そこからサウンドライブラリが含まれてい

ます。

４．研究成果

（１）設置型のサウンドレコーダーを、サウ

ンドデータ収集とサウンドスケープ構築の

ために、3、4ヵ月に渡り、笹谷（宮城県と山形

県の県境）と宮城蔵王、蛾々温泉地区の 2ヵ

所に設置した。このデータを基に、現在では

聴覚障害児に音を“見せる（オシログラム

とスペクトログラム）”事ができるように

音のイメージを画像化し、教材として使用で

きるように作成している。

図１ Cettia diphone (ウグイス)のスペク
トログラム。

（２）これらの動物の記録は、認識装置

（recognizers）内で変化させ、宮城県内に

おける対象動物の個体を識別する時の参考

としても使用された。、動物の声などを利用

し、他国の子どもたちへも野生動物の教育の

一環として使用していく計画である。

　

（３）仙台メディアテーク及び八木山動物

園においてのプレゼンテーションでは、子ど

もたちが自然の音に大変興味を示し、これら

が教材として使用可能であることを証明し

た。

４）永久的な記録の駅は、一般的に都市でま

たはサブ都市部周辺では見られない野生動

物の音をキャプチャするために宮城県の笹

屋エリアで設定された。

（５）健全な汚染や騒音のレベルは音の大

きさの程度を比較するために仙台市内の9箇

所に記録された。これらの記録から得られた

スペクトログラム"は騒々しい"と "静か"の

違いの一例であり、環境教育における教材を

構築するために使用される。

図２仙台市内で別のサウンド環境



図３仙台市内での音の特性の比較

（６）キューバの動物の音を記録した。これ

らの音は、日本の動物や他の国のものとの間

で異なる程度日本の子どもたちを教えるた

めに使用されている。カエル、鳥類や哺乳類

は、この目的のために使用される動物の一つ

である。

図４仙台市内の生き物。子供たちのためのス

ライドショー

図５記録されたキューバの生き物
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